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１．実施概要

目 的

災害時に市町村職員等が迅速な対応ができるように、仮置場の設置

をするとともに、受付や搬入等の役割を入れ替えながら、仮置場の運営

の実地訓練を実施する。

参加対象

市町村、一部事務組合、広域連合、民間団体及び北海道（総合）振

興局の職員

開催日

実地訓練：10 月 17 日（木） 10:00～16:00

実地訓練場所

屋内訓練場所：〒080-0043 帯広市西 13 条北 2 丁目 1-6

（帯広市啓北コミュニティセンター 大集会室）

屋外訓練場所：〒080-2463 帯広市西 23 条北 4 丁目地内

（帯広市市有地）

出典：地理院地図を加工して作成
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車両進入経路 誘導員 進入禁止箇所

屋外訓練場所敷地内での注意事項

 屋内訓練場所から屋外訓練場所までは約 15 分程度かかります。

 駐車場は上記位置図の部分になります。

 駐車場敷地内では、誘導員に従い十分注意して通行していただく

ようお願いいたします。（車の運転、道路の横断等）

 周辺施設への立ち入りは禁止です。（くりりんセンター、ウィンクリン

等）

 訓練場所までの行き来は、上記位置図の進入路以外は使用しな

いでください。（上記位置図の×が付いているところを通行しないで

ください。）

 トイレはパークゴルフ場のトイレを使用してください。

 くりりんセンターのトイレは使用しないでください。

 会場近隣にコンビニ等はありません。飲み物等は会場に来る前にご

準備ください。

※実地訓練当日が悪天候等の場合、延期する可能性があります［予備

日：11 月 5 日（火）～8 日(金)のいずれか］。実施の可否については、

10 月 15 日（火）12 時の段階で判断いたします。延期の場合は、15

日のうちに皆様へ連絡いたしますが、実施の場合は連絡いたしません

ので、よろしくお願いいたします。

駐車スペース
模擬仮置場設置範囲

くりりんセンター

帯広市役所
環境・衛生関連 清掃事業課

トイレ
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訓練内容

道内の市町村廃棄物担当職員等で協力し、仮置場の設置から廃棄

物の受入シミュレーションを実施する。また、仮置場で必要な資機材につ

いて確認する。

訓練終了後、振り返りを行い、今後の災害廃棄物処理の対応力強化

を図る。

 仮置場レイアウトの検討（廃棄物の配置、車両動線の検討等）

 仮置場の設置（看板の設置、車両動線の確保等）

 仮置場の運営（入口での受付、廃棄物の積み下ろし等）に係るロ

ールプレイング

期待する効果

 市町村廃棄物担当職員における災害廃棄物処理対応の体験

 災害廃棄物（片付けごみ）の分別搬入の重要性を確認

 関係者との交流・意見交換

使用する資料

① 事前配布資料（各自持参）

 仮置場設置訓練実施要領［本資料］

② 当日配布資料（事務局準備）

 実地訓練用資料 1 式（資料 1～4）

 その他

当日の持ち物

 本資料（実施要領）

 筆記用具（ペン、クリップボード等）

 訓練当日の服装：作業着、長靴、ヘルメット、軍手、雨具

※午後は屋外での活動になりますので、温度調節ができるような

準備をお願いします。
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２．訓練のスケジュール

時間 内容 参照

10 月 17 日 10:00～10:30 受付 ―

10:30～10:35 (5 分) 開会 ―

10:35～10:40 （5 分） スケジュール、実施方法説明 ―

10:40～11:00 （20 分） レイアウト検討 p.7～8

11:00～11:15 （15 分） 設置するレイアウトの決定 ―

11:15～11:25 （10 分） 必要資機材の確認 p.9

11:25～11:30 （5 分） 連絡事項 ―

11:30～12:30 （60 分） 昼休憩 ―

12:30～12:35 （5 分）
仮置場の設置に関する

実施方法説明
―

12:35～13:05 （30 分） 仮置場の設置 p.10

13:05～13:10 （5 分）
実地訓練に関する

実施方法説明
―

13:10～14:45 （95 分）

実地訓練

［10 分×6 セット］

［入れ替え時間で休憩］

p.11～12

14:45～15:05 （20 分） 休憩 ―

15:05～15:25 （20 分） 振り返り p.13

15:25～15:40 （15 分） 振り返り発表 ―

15:40～15:45 （5 分） 閉会 ―

■：屋内訓練、■：屋外訓練
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３．役割分担

7 人 6 グループに分かれて訓練を実施します。

各グループごとに役割を入れ替えて、全ての役割の対応をしていただ

きます。

役 割
対 応

（詳細は、p.11～12 を参照）

受付係 搬入者の受付

誘導係 出入口及び場内の車両誘導

受入補助係 荷下ろし補助、分別誘導

現場確認係 仮置場運営状況の確認

搬入者 住民として片付けごみを搬入する

役割のイメージ

受
付

入口出口

搬入車両 1台につき、
3～4 人 1 組で受付

チェックシートの項目
について実施状況を
確認

出入口に必ず一人ず
つ配置
場内は危険のないよ
う誘導

※搬入車両は 3 台

受付係

誘導係

受入補助係

現場確認係

＜凡例＞

適切な分別で下せる
よう指導
車両の誘導は誘導係
に任せる

搬入者
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４．実地訓練の災害設定

実地訓練の災害設定等は次の通りです。

種別 内容

災害設定 • 水害により、O 市で災害廃棄物が発生。

廃棄物の

発生状況

• O 市内の広範囲で被害が生じ、水が引いた直後か

ら、住民が片付けごみの持ち出しをはじめる。

• 訓練では、片付けごみの受入れを想定し、解体から発

生する廃棄物は含まない。

５．実地訓練で取り扱う廃棄物

実地訓練で取り扱う廃棄物の種類は次の通りです。廃棄物は資源循

環及び安全性の観点から、ダンボールによるダミーごみ（以下、「ダンボー

ルごみ」といいます。）を利用します。

分別区分 具体例

①燃やすごみ 布類（洋服、ぬいぐるみ）、紙類（本等）

②燃やさないごみ
プラ類、革製品、ガラスくず類、金属類、小型

家電

③大型ごみ・木質系 木製家具類（机、椅子、食器棚）

④大型ごみ・可燃系 畳・布団、カーペット、ソファ、マットレス

⑤大型ごみ・不燃系 ブロック、レンガ、コンクリート片

⑥大型ごみ・金属系 スチール家具、自転車、鍋・やかん

⑦廃家電 リサイクル家電（4 品目）

⑧処理困難物 消火器、ガスボンベ、農薬、バッテリー

⑨土砂 土砂（土のう袋）
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６．仮置場レイアウトの検討

実施要領 p.8 の留意事項を確認しながら、実地訓練で使用する仮置

場の具体的なレイアウトを検討します。

仮置場レイアウト検討にあたっては、下記の項目を必ず決定してください。

・運搬車両の動線

・廃棄物区分ごとの集積箇所・範囲

不明点等についてはファシリテーター（事務局）に適宜質問ください。

②燃やさ

ないごみ

③大型ご

み・木質

系

⑨土砂

①燃やす

ごみ

⑤大 型 ご

み ・ 不 燃

系

⑦廃家電
⑧処理

困難物

④大 型 ご

み ・ 可 燃

系

その他対応スペース

を加えて 9 種類に置

場を設定するかどうか

動線は

時計回り？

反時計回り？

9 種類の必要

面積（メッシュ

数）に合わせて

に置場を設定

動線内部を

利用する？

使用しない？ 出入口の

設定をどう

するか？

⑥大 型 ご

み ・ 金 属

系
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【本訓練における仮置場レイアウト検討留意事項】

種別 内容

仮置場の種別

• 住民が片付けごみを自ら搬入する仮置場とする。

• 発災から数日後に、自治体（O 市）が仮置場を設置する。

• 本訓練の仮置場では、事業者による廃棄物の搬入や大型の重

機の稼働や選別は行わない設定とする。

動線

• 仮置場の出入口を各班の条件に合わせて決定する。

• 仮置場での車両の混乱を防ぐために動線は一方通行とする。

• 仮置場内で車両が旋回できる幅、ルートを確保する。

• 一方通行の方向は、入口の位置や仮置場敷地形状を考慮し

決定する。

敷地の使い方

• p.6 に示す①～⑨の廃棄物の集積場所を決定する。

• 動線内部に廃棄物を集積することもできる。予備として、①～

⑨以外の廃棄物を対応するスペースを設置することもできる。

• ①～⑨の別途配布する種類別発生量から、面積を設定する。

• 車両が入れない箇所は、なるべく置場を設置しない。

• 廃棄物種別毎に表示板を設置する。

廃棄物の

集積場所

※廃棄物種別毎の置場の考え方の例を示します。

これが正解ではなく、状況により様々な考え方があるので、参考

として参加者で考えてください。

 資料１に設定された発生量と必要面積（メッシュ）から、分別区

分ごとの区画を決める。

 片づけごみを荷下ろしする順番は、分別のしやすさや、住民が

積み込む作業を想定しながら検討する。

• 可燃系の廃棄物は混廃や火災発生防止のために、それぞれ

離れた場所に設置するなどし、燃えやすいものの間に不燃物を

置くような工夫をする。

• 土砂等の飛散しやすいものは入り口から離れたところに置く。

• 処理困難物は危険物を含むため、人の出入りが少ない端の方

に置く。

• 分別区分できなかったごみを置く場所を設置する。

etc
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７．必要資機材の確認

仮置場で必要となる資機材について、資料 2 を確認してください。

６で検討したレイアウトに、今回の訓練で使用する資機材の配置を検

討し、決定してください。

【本訓練における使用資機材】

使用する資機材 用途 数量 イメージ

巻き尺 仮置範囲の大きさ・距離を計測します。 4 個

廃棄物種類表示板

廃棄物の分別区分①～⑨やその他項

目を明示した看板を設置します。

（設置には工事看板やカラーコーン用

のサインボードを使用）

10 枚

入口表示板
仮置場の名称を記載した工事看板で

入口に設置します。
2 枚

矢印進行板 車両動線の一方通行方向を示します。 5 個

机 仮置場受付に設置します。 2 台

テント 仮置場受付に設置します。 1 張

カラーコーン
仮置き区画の仕切りや、区分表示に使

用します。
複数

トラロープ・テープ

仮置き区画の仕切りに使用します。

（トラロープの設置には、ロープフックを

使用します。）

複数

ブルーシート

必要に応じて土壌汚染の防止、飛散

防止等のため敷設するものです。（必須

ではない）

複数

見せごみ

事前に設置するごみで、その後の搬入

者を心理的に誘導します。本訓練では

ダンボールごみを使用します。
複数

誘導棒
車両の誘導が必要な場合に使用してく

ださい。（必須ではない）
複数
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８．仮置場の設置・準備

６で決定したレイアウトと、７で検討した資機材の配置に基づいて、仮置

場の設置を行います。

【本訓練の仮置場の設置手順】

１．午前に決定したレイアウトを全員で確認します。

２．仮置場入口に仮置場名称を記載した工事看板を設置します。

３．入口近傍に、受付係の机、プラスチック製敷板を設置します。

４．レイアウトに基づき、距離を巻き尺で計測し、廃棄物種類ごとの区画

をカラーコーンやロープ、テープ等で明示します。

５．設定したごみの種別毎に分別区分表示看板を設置します。

６．車両等の動線を矢印進行板で明示します。

７．種別毎の見せごみを 1 つずつ設置します。

８．全体の設置が終わったら、メンバー全員で入口から出口まで 1 周し

確認します。

★上記の順番に進める必要はありません。皆さんで手分けして設置して

ください。
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９．実地訓練の流れ

・ 各グループが p.5 に示したすべての役割を実施します。実施の方法は

下記の通りです。

セット数
備考

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

役

割

受付係 A B C D E F

誘導係 B C D E F A

受入補助係 C D E F A B

現場確認係 D E F A B C

搬入者 E F A B C D ※ビブスなし

見学 F A B C D E ※搬入の準備

・ 分別済みの単独廃棄物の搬入車両と、複数種類の廃棄物を混載し

た状態での搬入車両を用意します。

→混合廃棄物の分別の手間や、事前の準備・自治体による指導の

重要性を経験してもらいます。

・ 班員で相談してもわからないことがあれば、事務局に相談してくださ

い。

・ 1 グループあたり、3 台分の搬入作業を実施します。

＜受付係＞

・ 『受付係』は、搬入車両 1 台に対して 3～4 人 1 組で対応してくださ

い。

・ 訓練が開始したら、『受付係』は、搬入者の受付を行います。受付で

は、必要書式に記入し、必要事項を確認します。資料３

・ 搬入者は、誤った行動をとる可能性があります。班員で相談してもわ

からないことがあれば、事務局に相談してください。

＜誘導係＞

・ 『誘導係』は、搬入車両及び搬入者を仮置場へ誘導してください。

・ 搬入者は、誤った行動をとる可能性があります。搬入者の行動が適切

でない場合は、必ず指摘してください。
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＜受入補助係＞

・ 『受入補助係』は搬入者が適切に荷下ろしができるよう指導してくださ

い。

・ 搬入者が荷下ろしすることを基本としますが、後続の車両との間隔を

見ながら荷下ろしを支援するようにしてください。

・ 搬入者は、誤った行動をとる可能性があります。搬入者の行動が適切

でない場合は、必ず指摘してください。

＜現場確認係＞

・ 『現場確認係』は、仮置場での受入作業が適切に行われているかチェ

ックをお願いします。資料４

【各役割の作業内容】

役割名 対応内容

受付係

（各班 3～4 人

1 組で実施）

• 搬入者に下記項目を受付簿に記載してもらう。資料３

• 受付簿記載項目：搬入者氏名、ごみの量・種類

• 搬入車両に積んであるごみを、目視で確認し、受付簿と違いがないか

確認する。

⇒荷下す場所は受入補助係に確認するよう指示する。

• 注意事項を伝える。

【注意事項例】

✓場内は時速 5km/h 以下で走行すること。

✓誘導係の指示に従うこと。

✓ごみ種別の看板があるところに看板の内容に適したものを荷下ろし

すること。

✓その他不明点は場内の受入補助係に聞くこと。

誘導係

• 仮置場の出入口には必ず一人以上配置する。

• 受付の状況を見ながら、仮置場内へ誘導する。

• 仮置場内では、危険がないように誘導をする。

受入補助係

• 荷下ろしされる廃棄物の種類が、適切か確認する。

• 搬入者の廃棄物荷下ろしを手伝う。（原則搬入者が荷下ろし）

• 搬入者の質問事項に対応し回答する。（対応できない内容の場合

は、班員に相談する。）

現場確認係

• 各役割の作業内容を把握する。

• 訓練が進まない時に事務局と情報共有し改善する。

• 班員の作業状況についてチェックリストを使用して、確認する。資料４
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１０．訓練の振り返り

訓練が終わった後、訓練についての振り返りを実施します。

（A・D 班、B・E 班、C・F 班で分かれて意見交換）

＜内容＞

 訓練の感想、気づき

 現場確認係の時に使用したチェックシートの結果の確認

 訓練を実施して、改めて平時に備えておくべきだと思うこと

今後の災害廃棄物対策について、意見交換をお願いします。

また、訓練について、後日配布する事後アンケートへご協力をお願いし

ます。

訓練の感想・気づき 平時に備えておくべきこと

【レイアウト】

【資機材】

【仮置場の設置】

【受付対応】

【誘導対応】

【受入補助対応】


